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北海道網走市越歳「オホーツクの森」
におけるコウモリ相

坂上大悟*・近藤憲久**・渡辺　恵**・相馬幸作***・大久保倫子*** †

（令和 4 年 11 月 14 日受付/令和 5 年 4 月 14 日受理）

要約：北海道網走市の「オホーツクの森」において，コウモリ類の分布および生態を調査した。調査期間は
2019 年 7 月 23 日から 2021 年 9 月 27 日とし，調査地点は 30 地点を設定した。捕獲調査の結果，8 種 152 頭
のコウモリ類を捕獲した。網走市で初確認となるニホンウサギコウモリ，テングコウモリを捕獲し，網走市
には 10 種のコウモリが生息していることが明らかとなった。チチブコウモリ，ヒメホオヒゲコウモリ，コ
テングコウモリが捕獲数の 89.3% を占めており，特にチチブコウモリが多く捕獲された。チチブコウモリの
生息には，ねぐらとなる針葉樹および主食となる蛾の宿主である広葉樹が関係していると考えられた。ま
た，5 種のコウモリから妊娠時の腹部の膨らみや授乳痕を確認し，出産哺育が行われていることが判明した。
外灯調査により，ダム天端の外灯を利用するコウモリの存在が確認された。「オホーツクの森」中心部の調
査地点 3 地点において，チチブコウモリの妊娠および出産哺育個体 6 頭を捕獲した。調査開始直後に捕獲さ
れたことから，調査地点周辺にチチブコウモリの出産哺育コロニーが存在していたと考えられる。
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1．　緒　　　言
　日本国内においてコウモリ類は絶滅種を含めて，5 科 14
属37種が確認されている1）。北海道では20種が確認されて
おり1, 2），北海道東部のオホーツク，根室，釧路地域におい
ては 15 種，すなわちコキクガシラコウモリ（Rhinolophus 
cornutus），キタクビワコウモリ（Eptesicus nilssonii），ヤマ
コウモリ（Nyctalus aviator），チチブコウモリ（Barbastella 
darjelingensis）， ニ ホ ン ウ サ ギ コ ウ モ リ（Plecotus 
sacrimontis），ヒメヒナコウモリ（Vespertilio murinus），
ヒナコウモリ（Vespertilio sinensis），カグヤコウモリ

（Myotis frater），ウスリホオヒゲコウモリ（Myotis gracilis），
ヒメホオヒゲコウモリ（Myotis ikonnikovi），モモジロコ
ウモリ（Myotis macrodactylus），ノレンコウモリ（Myotis 
nattereri），ドーベントンコウモリ（Myotis petax），テン
グコウモリ（Murina hilgendorfi），コテングコウモリ

（Murina ussuriensis）の生息が報告されている1, 3-5）。網走
市周辺（図 1）の調査では，大空町で 13 種3, 6-8），斜里町で
10 種9, 10, 11），美幌町で 11 種12-14），藻琴山山麓で 12 種8），津
別町チミケップ湖周辺で 7 種15），置戸町おけと湖周辺で 10
種7, 16, 17）などが報告されている。網走市内では能取岬国有
林で捕獲されたチチブコウモリ，ヒナコウモリ，ヒメホオ
ヒゲコウモリ，コテングコウモリ18），藻琴山山麓で捕獲さ
れたキタクビワコウモリ，カグヤコウモリ，モモジロコウ

モリ，ドーベントンコウモリを含めた 8 種が確認されてい
る5）。
　しかし，網走市内にはコウモリ相が未調査の森林等が多
く，未確認のコウモリ類が生息している可能性がある。
　本研究では網走市と北見市にまたがる「オホーツクの
森」の網走市側を調査地に選び，コウモリ相の解明を目的
とした。

2．　調査地および方法
　調査地の概要を図 2 に示した。調査地は，方角，標高，
地形を基準に，北部で標高の最も低い A 区，東部で標高
は低いが，標高差が小さい B 区，西部で最も標高の高い
C 区，南部で平坦な地形ではなく，険しい尾根が続く D 区
の4つに区分した。A区にのみ大きな水域である卯原内ダ
ム湖およびコウモリがねぐらとして利用可能と考えられる
建造物がある。林内にはオホーツク林道，卯原内林道，卯
原内ダム林道，118 林班林道，119 林班林道，緋卯林道，東
山林道，越歳林道，卯越林道があり，北東部には卯原内ダ
ム湖が存在する。ダム湖の天端には 4 基の外灯が設置して
あり，夏季の夜間に鱗翅目等の昆虫が多く集まっている。

「オホーツクの森」の森林構成は人工林 56％，天然林 44％
である19）。各調査地点周囲において，優占する樹種を記録
した。同様にテングコウモリ属がねぐらとする草本につい
て記録した（表 1）。
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　捕獲調査はカスミ網および手捕りにて行った。カスミ網
による調査は，2019 年 7月23日から 2021 年 9月27日まで
30 ヵ所でのべ 57 回行った。カスミ網の高さは環境に合わ

せ，下限が地上から 40～60 cm, 上限が地上から 400～420 
cm とし，1 度に 3～5 枚設置した。カスミ網の規格は 3 間

（5.4 m）と 5 間（9.0 m）とした。捕獲は日没 30 分から 1 時

図 1　網走市および周辺市町村の概要
①網走市②大空町③斜里町④美幌町⑤小清水町⑥清里町⑦津別町
⑧置戸町⑨北見市❶チミケップ湖❷能取湖❸おけと湖▲藻琴山 図 2　調査地の概要

表 1　各調査地点の植生および標高
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間 30 分行った20）。また，日中に林内を散策し，オオイタド
リ枯葉内や立ち枯れ木の樹皮裏をねぐらとするコウモリ類
の捜索を行った。捕獲調査後にはダム湖天端でバットディ
テクター（SSF BAT2, Karl Volkmann, ドイツ）を用い，外
灯に集まる昆虫のコウモリ類による採餌状況を観察した。
調査区ごとの捕獲率は，近藤と佐々木（2008）を参考に21），
計算式を修正し「1 時間で網面積 1 m2 あたりにかかるコウ
モリの数（以後，捕獲率/h・m2 とする）」を次式にて求め
た。
　捕獲率/h・m2＝（捕獲個体数/（網面積×調査時間））
　本研究では捕獲地点の環境に合わせて，1 回の捕獲調査
でカスミ網を複数枚用い，コウモリの進行方向を遮るよう
に，L 字もしくは T 字に設置した。各捕獲地点で使用し
た網の大きさと枚数について表 2 に示した。
　近藤ら（2020A；2020B）の報告17, 18） をもとに，コウモリ
の妊娠後期である期間を含めて，6 月 16 日から 8 月 15 日
までを出産哺育期とした。
　捕獲した個体は体重，前腕長，翼開長の測定，性別，繁
殖状態を調べた後，右前腕部に標識翼帯を装着し放獣し
た。測定にはノギス（DN-150 SK Niigata Seiki）とポケッ

タブルスケールハンディミニ 1476（TANITA）を使用した。
幼体の判定については，指骨の関節部における骨化状態
で判断し22），骨化が十分なものはすべて成体とした。メス
の繁殖状態については，妊娠，授乳痕あり，授乳痕なしの
3 項目に区別し，腹部の膨らみ，乳頭の発達具合から判断
した。種同定は阿部ら（2008）および Kondo and Sasaki

（2005）5, 23）に従って判別し，学名は Ohdachi et al. （2015）
に従った1）。
　捕獲については，環境省（鳥獣許可証第 18-240, 19-250, 
21-012 号），北海道庁（鳥獣許可証第 368, 454, 399 号），
網走南部森林管理署の入林の承認（様式第 72, 73, 74 号），
東京農業大学実験動物委員会の承認（承認番号 2019103, 
2020088, 2021076）を得て行った。

3．　結　　　果
⑴　「オホーツクの森」で捕獲されたコウモリ類

　調査において捕獲されたコウモリの総数は 8 種 152 頭で
あった（表 2）。各区のカスミ網による捕獲結果は，A 区 5
種 28 頭，B 区 6 種 22 頭，C 区 5 種 72 頭，D 区 4 種 25 頭
であった（図 3）。1 時間でカスミ網 1 m2 にかかるコウモリ

表 2　捕獲されたコウモリの種類および数
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の数，捕獲率/h・m2 は A 区 0.010，B 区 0.012，C 区 0.023，
D 区 0.017 であり，全体の捕獲率/h・m2 は 0.016 であった。
各調査地点の 1 回あたりの捕獲数を元に，捕獲されたコウ
モリ種の割合を計算したところ，チチブコウモリ 39.7%，
ヒメホオヒゲコウモリ 25.8%，コテングコウモリ 23.8% で
あり，これら 3 種が全体の 89.3％を占めた。
　再捕獲個体の概要を表 3 に示した。調査期間中にチチブ
コウモリ 8 頭（オス 6，メス 2）の再捕獲があり，6 頭が
各 1 回，2 頭が各 2 回再捕獲された。その内 1 頭は 2020 年
9月2日に地点 C10 で最初の捕獲をし，2020 年 9月5日に
地点 D4 で再捕獲された。地点 C10 から地点 D4 の距離は，
直線距離で南南東に約 3,850 m であった。その他は 4 頭が
初捕獲地点から 280～560 m 程度移動しており，3 頭が初
捕獲地点と同じ地点であった。
　手捕りでは計 5 頭を捕獲した。地点 A1 でテングコウモ
リ 1 頭（成体オス 1），コテングコウモリ 2 頭（成体メス 1，

幼体メス 1）を捕獲した。地点 B1 でコテングコウモリ 1
頭（成体オス 1）をそれぞれオオイタドリ枯葉内から捕獲
した。地点 C5 でヒメホオヒゲコウモリ 1 頭（成体オス 1）
をハリギリの枯死木の樹皮裏から捕獲した。
　外灯調査は15回行い，バットディテクターのピーク周波
数が19～23 kHzと25～30 kHzの2パターンを確認した。反
応がみられたのは，4月15日から 10月24日までであった。

⑵　出産哺育期における捕獲
　出産哺育期は，6月16日から8月15日までと定義したが，
6 月 6 日に捕獲したチチブコウモリ 2 個体は，体重が重く，
内 1 個体は腹触で妊娠していると考えられた。そのため，
本調査では，前半の 6 月 1 日から 6 月 15 日も出産哺育期
とした。出産哺育期に捕獲されたコウモリで哺育が確認さ
れたのは 5 種であった（表 4）。妊娠が確認されたのはチ
チブコウモリ 1 頭，モモジロコウモリ 1 頭，テングコウモ

図 3　各区におけるカスミ網によるコウモリ類の捕獲数

表 4　妊娠出産哺育期におけるメス捕獲数表 3　再捕獲されたチチブコウモリの概要
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リ 2 頭であった。出産哺育が確認されたのは，チチブコウ
モリ 7 頭，ヒメホオヒゲコウモリ 2 頭，モモジロコウモリ
1 頭，テングコウモリ 1 頭，コテングコウモリ 2 頭であった。
2021 年 8 月 13 日の地点 C5 の調査において，ヒメホオヒ
ゲコウモリの幼体のオス 3 頭および授乳痕を有したメス 1
頭を捕獲した。テングコウモリの非繁殖個体 2 頭のうち 1
頭は幼体であった。

⑶　C区で捕獲されたチチブコウモリの出産哺育個体
　チチブコウモリはC区で最も多く捕獲され，全体の捕獲
数 68 頭（オス51，メス17）の内，C 区の捕獲数は 47 頭（オ
ス 34，メス 13）であった。その内，出産哺育の痕跡がある
メスを，地点 C1，C3，C4の約 500 m 以内の範囲で 6 頭（重
複個体は 1 頭とする）捕獲した。また，2021 年 7 月 8 日
の地点 C4 の調査では，調査開始直後に北東側から授乳痕
のある個体がカスミ網で捕獲された。
　C 区以外では，授乳痕のあるメスが捕獲されたのは，
2021 年 7 月 26 日の調査における地点 A7 の 1 個体のみで
あった。地点A7は，眼下に卯原内ダム湖を有し，地点 C1，
C3，C4 からは，卯原内ダム湖注ぎ口まで約 2.7 km 離れて
いる。

4．　考　　　察
⑴　「オホーツクの森」のコウモリ類

　本研究では，8 種のコウモリ類が確認された。すでに確
認されている 8 種に新たにニホンウサギコウモリ，テング
コウモリの 2 種を加え，網走市には 10 種のコウモリ類が
生息していることを明らかにした。「オホーツクの森」に
おいて，チチブコウモリ，ヒメホオヒゲコウモリ，コテン
グコウモリは捕獲総数の 89.3％を占めていた。本調査地の
周辺の報告でも，3 種が占める割合は 80％程度であり，能
取岬国有林においては 97.9％を占めていた8, 15, 17, 18）。した
がって，オホーツク地域の森林でも，チチブコウモリ，ヒ
メホオヒゲコウモリ，コテングコウモリの 3 種が代表的な
コウモリ類であるといえる。
　オホーツクの森のコウモリ捕獲率/h・㎡は，A 区の 0.010
が最も低く，C 区の 0.023 が最も高かった。オホーツクの
森全体の捕獲率/h・m2 は 0.016 であった。過去の根釧地
域における森林調査21） と比較しても，オホーツクの森の生
息密度は低いと考えられた。今後の調査でも同様の計算を
行い，データを収集する必要がある。
　赤坂ら（2004）は24），チチブコウモリの局所的な分布には
針葉樹の存在が影響していると示唆している。「オホーツ
クの森」において，C区のチチブコウモリが多く捕獲された
地点は針広混交林であり，特に多く捕獲されたC1地点は針
葉樹が多い針過集中型混交林であった（表 1）。これは，赤
坂ら（2004）の仮説を支持する結果と言える。また，近縁
種のヨーロッパチチブコウモリ（Barbastella barbastellus）
の採餌は，蛾が中心であり25, 26），日本のチチブコウモリに
おいても蛾を主食としている可能性がある。蛾の宿主とし
て利用されるのは，広葉樹が多いため27），広葉樹もチチブ
コウモリの生息に間接的に影響していることが考えられ

る。各林相がチチブコウモリの生息に及ぼす影響について
は，今後も調査していく必要がある。
　ヒメホオヒゲコウモリは農地から高山林まで様々な場
所に分布しているが，本調査地付近では針広混交林で多
く確認されている8, 11, 13, 15, 17, 18）。周辺地域の報告においてヒ
メホオヒゲコウモリの捕獲割合は，チミケップ湖周辺が
約 24％と最低であり，おけと湖周辺が 53.7％と最高であっ
た8, 11, 13, 15, 17, 18）。「オホーツクの森」はチミケップ湖よりもヒ
メホオヒゲコウモリの捕獲割合がわずかに高く 25.8％で
あった。「オホーツクの森」からわずか約 12 km しか離れ
ておらず林相が本調査地と同様の針広混交林である能取岬
国数林では約 38％と多く捕獲されている。これらのこと
から，「オホーツクの森」においてヒメホオヒゲコウモリ
の生息数が少ない要因は森林の形態ではない別の要因が存
在すると考えられ，今後も調査していく必要がある。
　ニホンウサギコウモリは網走市内では初確認であった。捕
獲されたのは 2019年9月23日のオス1頭のみであった。ニ
ホンウサギコウモリは周辺の美幌町や斜里町，藻琴山近辺，
北見市常呂町ワッカでは生息が確認されている8-10, 13, 28）。本
種は，北海道東部では，農耕地や湿原といった開けた平地
の近辺で多く確認されている9, 10, 20, 29-31）。森林ではオスの発
見報告の方が多く，本研究も同様にオスであった8, 12, 13, 32, 33）。
　ヒナコウモリは，3 頭すべてが 10 月 4 日に地点 B1 で捕
獲された。メスは授乳痕を有しており，オスは 2 頭とも精
巣が発達していた。ヒナコウモリの繁殖コロニーは唯一，
北海道南西部，後志総合振興局内の倶知安町「百年の森公
園」でのみ，百頭以上の大規模な出産保育コロニーが確認
されている34）。倶知安町のヒナコウモリのコロニーでは，
ヒナコウモリがコロニーを離れる分散期は，8 月中旬以降
と報告されている34）。したがって，本研究でヒナコウモリ
を捕獲した 10 月以降は，ヒナコウモリの分散後であり，
冬眠前の交尾期に「オホーツクの森」を利用しているヒナ
コウモリを捕獲した可能性がある。
　モモジロコウモリとドーベントンコウモリは，水面上で
の採餌を主とする種である8, 29, 35）。本研究においても 2020
年 7 月 13 日に捕獲されたモモジロコウモリ 1 頭を除き，
全て卯原内ダム湖周辺や卯原内川一の沢から近い地点で捕
獲されていた。須貝ら8） の研究によれば，水流が速い程モ
モジロコウモリが多く，遅い程ドーベントンコウモリが多
いと報告されている。しかし，水流がほとんどない湖など
でのモモジロコウモリの捕獲報告もあることから7, 15, 17），
モモジロコウモリはオホーツクの森でも卯原内ダム湖で主
に採餌していると考えられる。ドーベントンコウモリは流
れが穏やかな水域で哺育を行う種であり，河川から近い防
風林や橋梁下で出産哺育コロニーが確認されている36-38）。
本研究では，2021 年 7 月 26 日にオス 1 個体を捕獲したの
みであることから，「オホーツクの森」における繁殖の有
無については，不明である。
　テングコウモリは網走市では初報告となる。周辺ではす
でに生息が確認されているが，いずれも少数の捕獲であっ
た7, 8, 13, 15, 17）。本種は，冬から春に洞窟や隧道に集団コロニー
が形成され，6 月の分娩直前に分散することが報告されて
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いる39-43）。また，7月まで分散が発生せず，集団内に幼体が
含まれる哺育コロニーを形成することも確認されている44）。
北海道内では各地で報告されているが特に多いのは南部で
あり，東部ではほぼ単独個体である7, 12, 17, 38, 45-47）。また，北
海道内における集団コロニーは報告されていない。冬季の
集団コロニーや分娩前の分散はいずれも本州や九州におけ
る報告であるため39-44），気温の低い北海道においても同様
の行動が起きているかについては，さらなる調査が必要で
ある。本調査では，2020 年 6 月 14 日にオオイタドリの枯
葉をねぐらとしていたテングコウモリを 1 頭捕獲した。テ
ングコウモリの枯れ葉利用はすでに報告されているが48-50），
同様に枯れ葉を利用するコテングコウモリと比較すると報
告数は少ない。テングコウモリの枯葉利用はコテングコウ
モリと異なり，秋季に限定的であると推測している報告も
あるが49），本調査で捕獲された上記のテングコウモリに加
えて，北海道滝上町では同年 7 月 19 日にオオイタドリの
枯れ葉内からオス 1 頭が捕獲されている（渡辺恵　私信）。
従って，テングコウモリのオスはコテングコウモリと同様
に春から秋にかけて枯葉を利用していると考えられる。
　コテングコウモリは，枯れ葉をねぐらとし，主にオオイ
タドリ，アキタブキ（Petasites japonicus），チシマザサ（Sasa 
kurilensis），ヨブスマソウ，オニシモツケ（Filipendula 
kamtschatica）の利用が確認されている18, 50-52）。本研究に
おいてもオオイタドリ枯葉の利用が 3 頭から確認できた。
また，過去にヨブスマソウ枯葉をねぐらとしていた個体も，
オホーツクの森で捕獲されている（近藤憲久　私信）。地
点 A1 と地点 B1 にオオイタドリが群生していたほか，調
査地点外の林道脇にもオオイタドリが点在していた。オ
ホーツクの森においても，オオイタドリ枯葉をねぐらとし
て日常的に利用していると考えられる。
　外灯ではバットディテクターのピーク周波数が 19～23 
kHz と 25～30 kHz の 2 パターンの反応があり，コウモリ
の飛翔を目視で確認できた。北海道東部の森林において
19～30 kHz の周波数に該当するのはキタクビワコウモリ，
ヤマコウモリ，ヒメヒナコウモリ，ヒナコウモリの 4 種で
ある53）。ヒナコウモリ，キタクビワコウモリは網走市で生
息が報告されているが8, 18），ヤマコウモリとヒメヒナコウ
モリはまだ報告されていない。ヤマコウモリは樹冠の上を
飛翔するため，林道での捕獲は困難であり，コロニーとな
る樹洞の前にカスミ網を設置して捕獲する例が多い54-57）。
外灯におけるキタクビワコウモリ等の捕獲例は報告されて
いるため29, 31, 58），外灯を利用しているコウモリ類も捕獲で
きる可能性がある。外灯を利用しているコウモリを特定す
るには，捕獲を試みると同時に，エコーロケーションの音
声解析を行う必要がある。

⑵　出産哺育期における捕獲
　オホーツクの森では 5 種が出産哺育していることが判明
した。ヒメホオヒゲコウモリは，地点C5にて哺育メス1頭
と幼体 3 頭が捕獲され，地点 D4 においても哺育メス 1 頭
が捕獲されたことから，その周辺に出産哺育コロニーを形
成していたと考えられる。モモジロコウモリは卯原内ダム

湖周辺で出産哺育個体を確認した。前田（2001）は，モモジ
ロコウモリの昼間の隠れ家は洞窟であると述べており59），
北海道付近では，岩内6） や国後島ニキショロ海蝕洞60）でも
見られる。また，トンネルや地下鉄，橋の下，防風林など
も日中のねぐらや繁殖コロニーとして利用する6, 15, 37, 61, 62）。
しかし，森林内ではモモジロコウモリのコロニーは発見さ
れていない。地点 B4 で授乳痕を有するモモジロコウモリ
を捕獲したが，「オホーツクの森」の主要な人工物である
ダムサイトや取水施設，また主な採餌場と考えられる湖か
らは約 2 km 離れている。人工物と湖が隣接している環境
があるにもかかわらず森林内で捕獲されたことから，樹洞
の利用も考えられる。テングコウモリは地点 D4 および
D5 にて妊娠，授乳痕を有したメスや幼体が捕獲された。
同属のコテングコウモリの行動範囲は最長で 2300 m で
あったことが報告されている63）。テングコウモリも同程度
の行動範囲であると仮定すると，捕獲地点から遠くない D
区内に出産哺育の場があると考えられる。コテングコウモ
リは A1, A7, A9, D5 にて授乳痕を有したメスや幼体が捕
獲されたため，その周辺に出産哺育コロニーがあったと考
えられる。

⑶　C区で捕獲されたチチブコウモリの出産哺育個体
　チチブコウモリの出産哺育メスは，地点 C1, C3, C4 に
て多く捕獲された。3 地点の距離は，最大で約 440 m であ
る。また，地点 C4 にて出産哺育個体が調査開始直後にカ
スミ網にかかった。調査開始時刻である日没 30 分後は，
コウモリが出巣してすぐと考えられるため，付近にねぐら
となっている出産哺育コロニーがあった可能性がある。こ
の他卯原内ダム湖近くの地点 A7 においても出産哺育個体
が 1 頭捕獲された。
　北海道地域の調査研究において出産哺育期にチチブコウ
モリが多く捕獲されているのは，厚岸湖周辺64），チミケッ
プ湖周辺15），藻琴山山麓（C, D 区）8），朱鞠内周辺65），おけ
と湖周辺17），美里別周辺24） などのいずれも水域を伴う環境
である。同属のヨーロッパチチブコウモリでは，メスの行
動圏は 125～2551 ha, 平均値は 403 ha であると報告されて
いる66）。また，ねぐらから採餌場所までの平均距離は6.8 km
±4.8（SD）であった67）。「オホーツクの森」の地点 C4 付近
のチチブコウモリの出産哺育予想場所から卯原内ダム湖ま
での距離は約 2.7 km であり，チチブコウモリが水域の近
くを生息地として選択する可能性が考えられた。しかし，
水域により近い A 区ではチチブコウモリが多く捕獲され
なかったことから，水域が一定範囲内にあると同時に選択
される別の要因があると思われる。別の要因については改
めて調査する必要がある。
　北海道におけるチチブコウモリは，出産哺育メスが捕獲
された例は一部の地域に限られ15, 17, 24, 64, 65, 68），特にダムや沼
等の湖沼のある地域に多いことから17），地点 C4 周辺の個
体も卯原内ダム湖に飛来している可能性もある。今後は，
新たなるより詳しいデータを求めてチチブコウモリの生息
範囲を追求したい。
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Bat fauna in the “Okhotsk Forest”, Koshitoshi, 
Abashiri City, Hokkaido
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Summary：We investigated  the distribution and ecology of bats  in  the  “Okhotsk Forest”  in Abashiri 
City, Hokkaido.  The survey period for the study was from July 23, 2019, to September 27, 2021.  Thirty 
survey points were set and 152 bats of eight species were captured.   Plecotus sacrimontis and Murina 
hilgendorfi were  the  first bats discovered  in  this area, and 10 species of bats have been reported  in 
Abashiri City.  Barbastella darjelingensis, Myotis ikonnikovi, and Murina ussuriensis accounted for 89.3% of 
the captured bats, and B. darjelingensis was captured the most.  The presence of coniferous trees, which 
are used for roosting, and broadleaf trees that host moths, which are their staple food, were thought to be 
related to the habitat of B. darjelingensis.  Swelling of the abdomen and nursing marks during pregnancy 
were confirmed in five species of bats, suggesting that childbirth and child-rearing were being performed.  
A survey near the outdoor lights at the crest of the dam confirmed its use by bats.  Six pregnant and 
child-rearing animals of the B. darjelingensis were captured at three survey points in the center of “Okhotsk 
Forest”.   Since they were captured  immediately after the start of  the survey,  it  is probable that there 
were birth and child-rearing colonies of B. darjelingensis near the survey points.

Key words：bat fauna, Abashiri City, Barbastella darjelingensis, Myotis ikonnikovi, Murina ussuriensis
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